
 
  

1 基本診療料の施設基準に基づく掲示事項

■ 電子的診療情報連携体制整備加算２（外医ＤＸ２）

医師等が診療を実施する診察室等において、オンライン資格確認等システムにより取得した診

療情報等を活用して診療を実施しています。

マイナ保険証を促進する等、医療ＤＸを通じて質の高い医療を提供できるよう取り組んでいま

す。

算定した診療報酬の区分・項目の名称及びその点数又は金額を記載した詳細な明細書を患者さ

んに無料で交付しています。

■ 電子的診療情報連携体制整備加算２（入医ＤＸ２）

医師等が診療を実施する診察室等において、オンライン資格確認等システムにより取得した診

療情報等を活用して診療を実施しています。

マイナ保険証を促進する等、医療ＤＸを通じて質の高い医療を提供できるよう取り組んでいま

す。

■ 地域支援・医薬品供給対応体制加算１

入院及び外来において後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用に積極的に取り組んでいます。

医薬品の供給が不足した場合に、医薬品の処方等の変更等に関して適切な対応ができる体制を

整えています。

医薬品の供給状況によって投与する薬剤が変更となる可能性があります。また、その場合には

患者さんに十分に説明を行います。

2 特掲診療料の施設基準に基づく掲示事項

■ 下記の管理料を適用している患者さんに対しては患者さんの状態に応じ、28日以上の長期の投薬

  を行うこと又はリフィル処方箋を交付する対応が可能です。

①特定疾患療養管理料  ②二次性骨折予防継続管理料  ③生活習慣病管理料(Ⅰ)及び(Ⅱ) 

■ 一般名処方加算

医薬品の供給状況や、長期収載品について医療上の必要性があると認められない場合に患者

さんの希望を踏まえ処方等した場合は選定療養となること等を踏まえつつ、一般名処方の趣

旨を患者さんに十分に説明を行っております。

■ 下肢末梢動脈疾患指導管理加算

慢性維持透析を実施している全ての患者さんに対し、下肢末梢動脈疾患に関するリスク評価・

指導管理等を行っています。専門的な治療体制を有している保険医療機関の専門科と連携し

治療を行っています。

　＜専門的な体制を有する連携先の保険医療機関＞

　　　高岡市民病院 厚生連高岡病院
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施設基準や点数表の算定要件において掲示内容が具体的に示されているもの


